
とれたてを財布に優しい価格で!
町内の加工品もラインアップ
　道道1080号を南幌町へ向かうと「新鮮野菜」ののぼりが目を
引きます。町内農家の仲間とこの地に直売所を設けて15年。
「おいしかったよ、という一言を励みに、四季を通じで営業を
続けています」と話す代表の木村博光さん。米（ゆめぴりか・ななつ
ぼし）、スイートコーンなどの野菜を、減農薬・減化学肥料で生産
し販売しています。
　直売所のそばにはハウスが３棟あり、春から秋まできゅうり、
なす、ミニトマト、オクラなどさまざまな季節の野菜を栽培し、
朝とれたてを提供。「直売所は鮮度と価格が命。だからここでは、
正規品のほかに規格外野菜も販売しています」。そのほか、
スイートコーンを加工したオリジナルのスープやドレッシング、
町内で製造された加工品なども販売。毎月お米を買いに来る
リピーター客も多いそう。
　直売所の隣には、木村さんが作った野菜や果実を使った
スイーツのテイクアウトショップ「Komame mameko（コマメ　
マメコ）」も。ショップの営業はインスタグラムなどで発信して
いるので、来店の際はご確認を。

季節ごとのとれたて野菜が並ぶ直売所「なんぽろ風蔵」。
営業時間／10時～15時 定休日／４～10月：月・火  11～3月：月・火・水

この秋「Komame mameko」に
登場する、かぼちゃを使った
スイーツ。

Komame mamekoの店の前で
パティシエの山口千恵子さんと
談笑する木村さん。

南幌町

南幌町南１６線西1８番地
０１１-３７８-５１５６
http://n-kazekura.jp/prf3170/index.html

住所
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URL

農産物、加工品の販売

Pick
Up!
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［南幌町］

久保農産 体験 直売
住所：南幌町南11線西14番地   TEL:011-378-1216

循環型農業を実践する工夫が随所に
“白いとうもろこし”が人気沸騰
　循環型農業を実現するために、減農薬にこだわった農産物を
生産・販売している城地農産。ホテルから出る生ゴミを原料に
した有機質肥料を利用したり、最近ではもみ殻から炭を作り田んぼ
や畑に投入したり、常に土づくりのための手法を模索し続けて
います。
　米（ゆめぴりか・おぼろづき・ななつぼし）を中心に、小麦、
大豆、スイートコーンなどを栽培。中でも1999年から栽培を始めた
スイートコーンの品種「ピュアホワイト」は“白いトウモロコシ”
として大人気。町内の有志と「明るい農村ネットワーク」を立ち上
げてスイートコーンを南幌町から全国へ直送しています。規格
外のスイートコーンを使ったスープやドレッシングも商品化し、
作業場の前には、24時間購入できるよう自動販売機を設置して
いるのもユニークです。
　「米は鮮度が命なんです」と話すのは代表の城地英紀さん。精米
したての米「今摺米」を届けるため、自前で精米所も建てました。
現地で購入できるほか、札幌を中心に米の宅配も行っています。

スイートコーン畑で自慢の野菜などについて
話をする城地さん。

スイートコーンスープや
ドレッシングなど、
加工品の自動販売機。

８～９月は発送用のスイートコーン
の下処理に忙しい。

南幌町

城地農産
南幌町南1３線西1２番地
０１１-３７８-１２８９
https://www.instagram.com/jochi.nosan

住所 体験内容
TEL
URL

じょうち

Pick
Up!
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［南幌町］

小松農場 直売
住所：南幌町南19線西15番地   TEL:011-378-1462

山本農場 体験 直売
住所：南幌町南19線西18番地   TEL:011-378-1831

12 珍田農園 直売
住所：南幌町南17線西16番地   TEL:011-378-1866

いまずりまい

（有）なんぽろ風蔵
収穫体験
（ミニトマト、スイートコーン）

直売

直売内容

体験 直売

1112 読者より編集者より mai l 日高町 50代
農業の今が分かり勉強になりました。若い人の取組や酪農、牛乳に関する現状は分かりやすかったです。
消費者ではありますが、こういった情報は大切だと思いますので、発信よろしくお願いします。

北海道農業・農村情報誌コンファでは、これからも都市と農村をつなぐ架け橋となれるよう旬の情報を消費者の方にもわかり
やすく紹介していきます。道のホームページやSNSでも発信していきますので、こちらもご覧ください。


